
遠野和紙

主催：伝統工芸遠野和紙・楮保存会（遠野町地域づくり振興協議会）

お問い合わせ先：伝統工芸遠野和紙・楮保存会（いわき市遠野支所内）　☎︎０２４６-８９-２１１１

会場：いわき市勿来関文学歴史館 
　　　市民ギャラリー

400年以上の歴史を持つ遠野和紙は、福島県いわき市遠野町で農閑期に製造され、かつては江戸・

上方にも流通していました。平成22年に最後の職人が廃業し、以来地元の有志や地域おこし協力隊

が継承に努めてきました。令和4年6月には伝統工芸遠野和紙・楮保存会が設立され、地域に根付く

紙作りに取り組んでいます。


遠野和紙とは（福島県伝統的工芸品）

現在のいわき市遠野町上根本生まれ。藤田女学校入学後、磐城新聞短歌欄の選者であった小山田滋
に短歌を学ぶ。その後、 小山田の導きで太田水穂の短歌結社潮音社に加わり、目覚ましく活躍し

た。戦時下の1944年27歳でその生涯を終えた歌人。

田部君子とは

福島県伝統的工芸品「遠野和紙」製作者。「遠野和紙と書道教室」主宰。


令和3年4月いわき市遠野地区地域おこし協力隊着任し、遠野和紙製作に関わる。障子紙製作技術を

基準に、書道や照明に使用する紙などの製作技術研究を行なう。

高嶋祥太とは

高嶋  祥太　   作品展

２０２４.２.１０(土)　　～　　３.１０(日)

日頃の活動は、

SNSから


ご覧頂けます💡

住所：福島県いわき市勿来町関田長沢６－１

９：００～１７:００ 最終入館（１６：３０） 

共催：いわき市勿来関文学歴史館

田部君子✖


